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お
知
ら
せ

　

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、
公
的
年
金
な

ど
の
収
入
や
そ
の
他
所
得
額
が
一
定
基
準
額
以

下
の
年
金
生
活
者
の
生
活
を
支
援
す
る
た
め
、

年
金
に
上
乗
せ
し
て
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

受
け
取
る
た
め
に
は
、
請
求
書
の
提
出
が
必
要

で
す
。

■
対
象
者

　

�

《
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人
》

　
　

（
以
下
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
人
）

　
　

①
65
歳
以
上
の
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
者

　
　

②
同
一
世
帯
の
全
員
が
市
町
村
民
税
非
課
税

　
　

③�

年
金
収
入
額
と
そ
の
他
所
得
額
の
合
計

が
約
92
万
円
以
下

　

《�

障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
を
受
給

し
て
い
る
人
》

　
　

〇
前
年
の
所
得
額
が
約
４
９
１
万
円
以
下

■
請
求
手
続
き

　

�　

新
た
な
対
象
者
に
は
、
年
金
生
活
者
支
援

給
付
金
請
求
書
を
９
月
か
ら
順
次
郵
送
し
て

い
ま
す
の
で
、
日
本
年
金
機
構
へ
返
送
し
て

く
だ
さ
い
。

　

�　

令
和
９
年
１
月
４
日
ま
で
に
日
本
年
金
機

構
へ
請
求
書
が
届
け
ば
、
令
和
８
年
10
月
分

か
ら
さ
か
の
ぼ
っ
て
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。（
１
月
５
日
以
降
に
な
る
場
合
は
そ
の

翌
月
分
か
ら
と
な
り
ま
す
の
で
お
早
目
に
返

信
し
て
く
だ
さ
い
）

　

※�

す
で
に
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
を
受
給

し
て
い
る
人
の
手
続
き
は
不
要
で
す

■
世
帯
構
成
が
変
更
に
な
っ
た
場
合
な
ど

　

�　

所
得
な
ど
の
要
件
に
よ
り
不
該
当
と
な
っ

た
人
で
も
、
世
帯
構
成
の
変
更
や
所
得
の
更

正
な
ど
に
よ
り
支
給
要
件
に
該
当
し
た
場
合

は
、
あ
ら
た
め
て
請
求
書
を
ご
提
出
い
た
だ

く
こ
と
で
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
を
受
給

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
お
早
め
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

新
た
な
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金

対
象
者
に
請
求
書
を
郵
送
し
て
い
ま
す

問 

給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
　
☎
0
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ダ
イ
ヤ
ル
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市
民
課 

保
険
年
金
係
　
☎
0
9
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−
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令和 ８年度 コミュニティ助成事業を紹介します
問 総合政策課 地域づくり係　☎0952−75−2116

　一般財団法人自治総合センターでは、宝く
じの社会貢献広報の一環として宝くじの受託
事業収入を財源としたコミュニティ助成事業
を実施しています。今回は、令和 ８年度に採
択を受けた ２事業のうち中多久区の取り組み
を紹介します。

■中多久区
　【放送設備他コミュニティ活動備品の整備】
　�　区内 ５か所の老朽化した放送設備を更新
整備しました。更新により災害などの緊急
時における迅速な情報伝達と平時における
地域コミュニティの円滑な情報共有がより
可能となりました。

▲

放
送
設
備

▲

ア
ン
プ
と
マ
イ
ク


